










要約 ATL の予防コホート研究:小児における HTLV-1 の感染成立の自然史、及び 40 才以上

の成人の HTLV-1 キャリアーの健康リスクなどを明らかにすることを目的とし、Ｔ島 ATL

研究会は島内の三拠点病院、保健所、および島外の 4 施設が参集し、T 島における予防コ

ホート研究を実施している。昨年の報告書にもあるように横断調査による子供の年齢別抗

HTLV 一 1 抗体の分布、および 1 歳半と 3 歳児の検索結果から、抗体は 1 才半から 3 歳ま

での間にかなりの頻度で出現する。また、ゼラチン粒子による凝集法(PA 法)の結果は最

終的にキャリアーを同定するにはやや不十分で、間接蛍光抗体法(IF 法)などによる確認

試験が必要と思われる。T 島では四つの産院・産科が全島の妊婦をケアーしており、過去

4 年間に 2274 人の妊婦がそれらの施設を訪問している。妊婦の抗 HTLV 一 1 抗体の陽性率

は IF 法で 7.1%(162 例)であった。それらの抗体陽性妊婦(キャリアー)に対して、授乳停

止による児へのウイルス感染予防のための試み研究を開始した。すでに 36 例の児を 3 才

まで追跡できた。完全に授乳を停止したのは 21例で、残り 15 例は母乳を続けていた。そ

のうち 1例(7%)が PA法と IF法で抗体陽性を示していた。現在も本調査研究を継続中であ

り、未だ、母児感染予防のための疫学研究の効果を評価するには時期が早過ぎると思われ

るので、今回は本研究の経過概要を紹介する。

付記(ATL の全国実態調査):日本の ATLの疫学的特性を把握するため、ATL の第 4次全国実

態調査(厚生省がん助成金研究班・下山班の協力)を行ったので要約する。過去二年間(1986

年 1 月から 1987 年 12 月まで)における新患者の有効登録数は 657 例であった。HTLV 一 1

保持者は全国に約 120 万人おり、ATL は年間 700 例発生すると推定されているので、今回

の調査では約半数が登録されたといえる。患者の半数は九州地方、25%は京阪神、京浜、

名古屋などの大都市部でそれぞれ観察された。しかし、出身地別にみると 70%が九州地方

となった。都道府県別に推定発生率を比較すると九州、南四国、南紀地方以外では北海道、

岩手、宮城、福島、島根などの各県で高かった。患者の年齢は 24 才から 92 才に分布し、

ピークは 55歳代で、性比は 1.21 とやや男に多かった。これは従来の報告よりも低い。患

者の平均年齢は近年になって高齢化傾向を示していた。患者の子供の HTLV 一 1 感染様相

を性別に比較してみると、女患者の子供でキャリアーが多く、これは HTLV 一 1 の母児感

染と合致する。病態像を南部・北部九州、その他の地方で比較してみた。大阪・兵庫など

転入者の多い地域では女の患者が多く、平均年齢も他の地方に比べて若かった。南部九州

の ATL は他の地域に比べて激しい臨床像を呈するものが多かった。第 4次実態調査により

日本全体の ATL の疫学的特性がより明らかになった。今後も ATL の全国実態調査を定期的

に続けていきたい。(文献 4-8と表 5-8参照)


